
高気圧酸素治療を受けられる患者さんへ

＜高気圧酸素治療とは＞

　患者さんを治療する高気圧酸素治療装置は、気密したタンクの中で、酸素の圧力を大気圧以上に上げ酸素を吸入させる装置です。

　大気よりも高い気圧環境の中で酸素吸入をすることで、血液中に多量の酸素を溶解させ、体の隅々まで酸素を行き渡らせ、各種の低酸素症状を治療しようとするものです。

　治療は、タンク内に入り、普通の気圧から２絶対気圧に気圧を上げ、その中で約90分間過ごしていただくことになります。

＜高気圧酸素治療を受ける前に＞

・耳の悪い方、または悪くなりやすい方、妊娠中の方、ペースメーカー使用中の方は、担当医・主治医に申し出てください。

・治療の際は、専用の「高気圧酸素治療衣」に着替えてください。

・治療の日は、整髪剤は使用しないようにしてください。

・治療前に必ずトイレを済ませておいてください。

・治療の際には、以下の物品は絶対に治療室内に持ち込まないでください。

　○燃えるもの　　　　　　○タンクを傷つけるもの　　　　○身体を痛めるもの

　マッチ　　　　　　　　　時計　　　　　　　　　　　　　入れ歯

　ライター　　　　　　　　ネックレス　　　　　　　　　　コンタクトレンズ

　懐炉　　　　　　　　　　ヘアピン　　　　　　　　　　　メガネ

　コルセット　　　　　　　メガネ

　電気製品　　　　　　　　体温計

　○故障してしまうもの　　○その他

　時計　　　　　　　　　　セルロイドなど引火性の品物

　補聴器　　　　　　　　　静電気の起きやすい衣類

　湯たんぽ　　　　　　　　治療上必要以外の医薬品

＜高気圧酸素治療中＞

・タンク内に入り、治療を始めてから３−5分くらいすると、耳が少し痛くなることがあります。（飛行機に乗った時や、列車がトンネルに入った時の症状）そうなった時には、次のようにしてください。

１．口の中に少し唾液をためる

２．軽く息を吸って止める

３．そのまま鼻をつまむ

４． 鼻をつまんだまま、唾液を飲み込む

５．鼻をつまんだまま息を止める

これをゆっくり繰返してください。また、練習しておられる方は、耳の痛みが出る時間

をスムーズに越えることができます。

　なお、耳を押さえても耳の痛みには何の影響もありません。他にアメをなめたりする事も効果がありますので、持ってこられても結構です。なお、対処できないばあいには、遠慮せず治療担当者にお知らせください。

　また、治療中に具合が悪くなった場合にも、必ずお知らせください。我慢すると病気を作る原因となることがあります。

＜お願い＞

・高気圧酸素治療を安全に実施するために、治療開始前に所持品、衣類の点検、検査をさせていただきます。また、治療中に所持品の一部をお預かりする場合がありますので、ご協力をお願い致します。

・治療室の温度はエアコンにより調整していますが、治療の影響でタンク内の温度は変化します。暑い場合、また寒い場合はお知らせください。


